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 福岡県では県営公園６公園にインクルーシブな遊具広場の整備を行うこととしている。 

県営筑豊緑地では、昨年１１月より遊具広場の一部エリアを供用し、引き続きリニューア

ル工事を進めてきた。この度、新たに遊具や大屋根広場、トイレ、駐車場が完成し、８月

３１日（日）に全面オープンした（県の HP より） 

県は「寝転んで利用できる大屋根広場などを備え、日ごろ公園が利用しづらい方でも、

みんなで利用できる遊具広場となっております。ぜひ新たな遊具広場をお楽しみくださ

い！」と呼びかけている。 

東京都でも府中の森公園などに「インクルーシブ公園」があるが、大屋根を備えた広場

はおそらく日本では初めてではないかと思われる。写真などで詳しく見ることとする。 

 

１．整備箇所・所在 

 

〇 県営筑豊緑地（飯塚市仁保） 

▼位置図 

 

 

 

 



２．遊具広場について 

 

〇 全体の整備概要 

 ・遊具 

  インクルーシブ遊具１２基、 

  その他遊具１３基 

  ・関連施設 

   四阿４基、駐車場、大屋根広場、 

    トイレ（介助用ベッドを備えたバリアフリートイレを含む） 

〇 今回新たに供用する施設 

 ・遊具 

インクル―シブ遊具５基、その他遊具７基 

・関連施設 

  四阿１基、駐車場、大屋根広場、 トイレ（介助用ベッドを備えたバリアフリートイ

レを含む） 

 

３．供用を行う遊具 

 

▼車いすに乗ったまま利用できるゆれる遊具 

  

 



▼みんなで遊べるはねる遊具 

 

 

▼車いすに乗ったまま利用できるトランポリン 

  

 

▼車いすにのったまま利用できる砂場 

  



▼ひっそりと遊べるトンネル遊具 

  

 （福岡県が公表している写真は以上５点） 

 

 （以下は。マスコミは公開したもの） 

 

 



 

 

 

∇  ∇  ∇ 

 

 県営筑豊緑地は大規模な緑地（公演）だと思われるが、比較的規模の小さい公園で工夫

すればインクルーシブな公園（広場）の設置は可能だと思われる。 

 末尾にインクルーシブな公園の画像をのせた。私たち市民も、全国の取り組みをぜひ画

像で紹介しあいたいと思う。 



 

＜参考資料 

■福岡県 HP 2025 年 8 月 22 日 

https://www.pref.fukuoka.lg.jp/press-release/chikuhou-park-playarea-open1.html 

■報道発表資料 

https://www.pref.fukuoka.lg.jp/uploaded/attachment/264360.pdf 

■インクルーシブな公園 

インクルーシブな公園 - 検索 画像 
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